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　　　1912 年（明治 45 年）
　　　　1 月 2 日「父上の 2 年目の御命日」
　　　　1 月 17 日「叔父さんの死」
福間さんの死
1 月 25 日　芥川と二人で、永楽病院に福間さんを見舞う
　　　　2 月 1 日　福間さん〈死亡〉～和尚の話による
























　2013 年 11 月のシンポジウム「戦争の世紀と恒藤恭の平和主義」にも短い話をする機会を与
えられ、「恒藤恭〈9 条〉思想の泉──〈死者〉は〈生者〉と共闘する」と題して話をしました。
この話は前年のシンポの捕足に過ぎませんが、この時、ぼく自身は 2 つの新しい発見をしまし
た。それは、恒藤がヨーロッパ遊学の途上に〈海〉を発見したこと、そして東洋と西洋の中間
地帯、梅棹忠夫の言う〈中洋〉を発見したことです。
　　時ありて
　　おもひ出の網を
　　たぐり寄せ
　　忘却の海に
　　立ち向ひつつ
　　よせては返す
　　白浪の
　　しぶきの中に
　　すなどる人の
　　わが姿かも　　　　　　　　　　　　　　「おもひ出」（1949 年）
　河船から荷揚げする男たちを眺める少年の姿は、〈水〉に寄り添って暮らす人たちの相とし
て印象されます。ヨーロッパへの 40 日にわたる船上の日々は、恒藤にとって〈たいくつ〉を
十分に楽しんだ経験でした。そのことは恒藤記念室にある 40 枚以上のスケッチによって明ら
かです。
　15 世紀にフィレンツェに現れたボッティチェリの名画《ヴィーナスの誕生》は、〈海の泡〉
から生まれた女神ヴィーナスが貝に乗り、美しい裸体を長い髪で隠すポーズをとって、〈海〉
〈海〉の詩想家、恒藤恭 65
がこの地球上の〈性命（いのち）〉のシンボルであることをテーマとしています。実に 140 万
種の生き物を産み出した〈水の属性〉──恒藤の〈海〉へのおもいは深いものでありました。
20 世紀に入って〈戦争獣〉たちはこの〈海〉の上に線を引き、〈領海〉を主張し、あげくの果
てに〈血の海〉に変えたのでした。
　恒藤の詩「おもひ出」は 1949 年の作です。〈死者〉は〈生者〉と共闘して〈戦争獣〉を敗
北させましたが、またしても〈海〉を〈血の海〉に変えようとする時代が来ようとしていたの
です。「すなどる人」の姿を自分の上に幻想した恒藤の心境は想像に余りあります。
　余技を越えた恒藤の才能はスケッチとして残されています。少年の目に映った松江の水の物
語、〈中洋〉としてのアラビア海、パリで目にした文化的空間の図、この三枚のスケッチの中
に恒藤の思い描いた〈世界〉がイメージ化されてあります。
（うえだ　ひろし・明治文学史家）
